
情報活用能力を発揮して、自信をもって表現する子の育成
～GIGA端末を活用した、主体的・対話的で深い学びをとおして～

京都市⽴第四錦林⼩学校 12024/5/19 京都市立第四錦林小学校 長谷川 英司



学校教育目標
自ら考え 判断し、

自信をもって行動する子を育てる
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① 場に応じた表現力（話す・書く・伝え合う）

• 多面的に考える力（比べる・関係づける）

• 根拠に基づく判断力（目的に立ち返って） 

②  勇気ある行動力（失敗を恐れず挑戦する）

③  他者から学ぶ姿勢
（認め合い・学び合い・支え合い）

育成をめざす資質・能力



重点目標

自信をもって表現する力
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＜キーワード＞ ・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
・主体的・対話的で深い学びの実現

（子ども） （教職員）

全員が発表する 話し方・聞き方、明確な発問、相互指名

自分の言葉で話す・書く めあて・まとめ・ふりかえり、ノート指導

言葉以外の方法で表す 多様な表現方法の経験

場に応じた方法で伝える メディアの特性の理解と、相手意識を
もった見せ方・伝え方・情報発信の選択

相手を納得させる 根拠に基づいた情報とその伝え方

情報活用能力を発揮して
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〜R2年

⽣徒指導3機能

R3年（1年次）

表現⼒の育成を⽬指して
（情報活⽤能⼒の育成）

R4年（2年次）

情報活⽤能⼒を発揮して、
⾃信をもって表現する⼦の育成
〜GIGA端末を活⽤した、主体的・対話的で深い学びをめざす授業改善〜

まずは、積極的に
GIGA端末を使おう

〇⽬指す姿を設定して
系統⽴てて取り組んでみよう。
〇研究の基盤は、学級経営
研究の⽬的は、授業改善

JNK4 教育実践・⽀援のためのプロジェクト研究助成（1年次）
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GIGAスクール構想初年度から

R5年度も継続中



授業実践の
記録
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令和3年度まで
資質能⼒育成表

基本的な操作等の指導計画



育成する
資質能⼒
(児童の姿)

GIGA端末の
「基本的な
操作等」

指導計画例
授業実践や
指導資料の
記録

「つな
ぐ」を意
識した研
究の記録

「つな
ぐ」を意
識した研
究の記録
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令和4年度の関連単元配列表



R4年度の
取組内容

•GIGA端末を文房具にするための環境
整備

• 「目指す姿」を設定して関連単元をつ
ないでいく関連単元配列表

• 「つなぐ」を意識した研究の記録につ
いて

•公開授業と研究協議会
•夏休み自由研究と自由研究発表会
•学習発表会
•デジタルシチズンシップ授業公開
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発表における表現力の評価規準
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話し方 見せ方
要素 姿勢 発声 話型 反応 対象 動作 道具

低
学
年

まっすぐ立って 口をしっかり開けて、
大きな声で

実物を見せて 演技したり、動か
したりして

大きくして

聞いている人を見
て

声の大きさや、話す
速さに気をつけて

写真や資料を
見せて

指し示して

聞いている人が、
よく見える場所で

中
学
年

間の取り方を考え
て

友だちの意見と、
自分の意見を
つなげて

身ぶり手ぶりを入
れて

大型テレビに部分や
全体を映して

「です。ます。であ
る。」を使い分けて

聞いている人の
表情や反応を
見ながら

大事なところに印
をつけて（丸やア
ンダーラインな
ど）

ＩＣＴを使って（パワー
ポイントやロイロノート
など）

大切な言葉や部
分を強めに

受け手の反応
を確認しながら

高
学
年

丁寧語や敬語な
ど、相手や場に応
じた言葉づかいで

その場で説明
を付け加えて

キーワードを書い
たり見せたりして

電子資料や実物など
を効果的に用いて（動
画も含む）

事実と意見を区別
して

問いかけをしな
がら

発表に合ったＩＣＴを
選んで
ＩＣＴの機能を効果的
に活用して（アニメー
ション、音声など）



夏休みの⾃由研究＆⾃由研究発表会（R4）
保護者向けのプリント
を作成し、自由研究の
イメージを共有

児童が自ら学びたいと考えたことに向かい合い、
生き生きと表現できるようにする。

話し方・見せ方について指導し、
ふりかえりアンケートを行った。
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学習発表会（R4）

これまでの経験や身につけたことを生かして、生き
生きと表現できるようにする。
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「話し方」「聞き方」についての自己評価アンケートの集計（R4)
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話し方 自由研究 学習発表 自由研究 学習発表

１年 ２年

まっすぐたって 5% 19% 27% 22%

きいているひとをみて 25% 21% 21% 22%

くちをしっかりあけて、おおき
なこえで 22% 19% 15% 21%

こえのおおきさや、はなすは
やさにきをつけて 24% 21% 21% 19%

きいているひとが、よくみえ
るばしょで 24% 21% 17% 16%

３年 ４年

間の取り方を考えて 15% 18% 21% 19%

「です。ます。である。」を使
い分けて 42% 34% 39% 36%

大切な言葉や部分を強めに 18% 19% 14% 19%

友だちの意見と、自分の意
見をつなげて 9% 8% 7% 5%

聞いている人の表情や反応
を見ながら 16% 21% 20% 21%

５年 ６年

丁寧語や敬語など、相手や
場に応じた言葉づかいで 40% 27% 43% 50%

受け手の反応を確認しなが
ら 30% 31% 28% 26%

その場で説明を付け加えて 30% 42% 29% 24%

見せ方 自由研究 学習発表 自由研究 学習発表

１年 ２年

じつぶつをみせて 40% 22% 51% 40%

しゃしんや、しりょうをみせ
て 21% 12% 18% 9%

えんぎしたり、うごかしたり
して 21% 32% 10% 34%

さししめして 4% 3% 18% 4%

おおきくして 13% 30% 3% 13%

３年 ４年

身ぶり手ぶりを入れて 16% 32% 22% 48%

大事なところに印をつけて
（丸やアンダーラインな
ど）

15% 23% 22% 19%

大型テレビに部分や全体
を映して 34% 0% 8% 0%

ＩＣＴを使って 36% 45% 47% 33%

５年 ６年

電子資料や実物などを効
果的に用いて（動画も含
む）

34% 54% 29% 38%

発表に合ったＩＣＴを選ん
で 35% 28% 34% 14%

ＩＣＴの機能を効果的に活
用して 31% 18% 37% 48%



低学年 話し方 見せ方 （R4）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

話し⽅（１年）

まっすぐたって
きいているひとをみて
くちをしっかりあけて、おおきなこえで
こえのおおきさや、はなすはやさにきをつけて
きいているひとが、よくみえるばしょで

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

⾒せ⽅（１年）

じつぶつをみせて しゃしんや、しりょうをみせて
えんぎしたり、うごかしたりして さししめして
おおきくして

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

話し⽅（２年）

まっすぐたって
きいているひとをみて
くちをしっかりあけて、おおきなこえで
こえのおおきさや、はなすはやさにきをつけて
きいているひとが、よくみえるばしょで

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

⾒せ⽅（２年）

じつぶつをみせて しゃしんや、しりょうをみせて
えんぎしたり、うごかしたりして さししめして
おおきくして



中学年 話し方 見せ方 （R4）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

話し⽅（３年）

間の取り⽅を考えて
「です。ます。である。」を使い分けて
⼤切な⾔葉や部分を強めに
友だちの意⾒と、⾃分の意⾒をつなげて
聞いている⼈の表情や反応を⾒ながら

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

⾒せ⽅（３年）

⾝ぶり⼿ぶりを⼊れて
⼤事なところに印をつけて（丸やアンダーラインなど）
⼤型テレビに部分や全体を映して
ＩＣＴを使って

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

話し⽅（４年）

間の取り⽅を考えて
「です。ます。である。」を使い分けて
⼤切な⾔葉や部分を強めに
友だちの意⾒と、⾃分の意⾒をつなげて
聞いている⼈の表情や反応を⾒ながら

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

⾒せ⽅（４年）

⾝ぶり⼿ぶりを⼊れて
⼤事なところに印をつけて（丸やアンダーラインなど）
⼤型テレビに部分や全体を映して
ＩＣＴを使って



高学年 話し方 見せ方 （R4）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

話し⽅（５年）

丁寧語や敬語など、相⼿や場に応じた⾔葉づかいで
受け⼿の反応を確認しながら
その場で説明を付け加えて

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

⾒せ⽅（５年）

電⼦資料や実物などを効果的に⽤いて（動画も含む）
発表に合ったＩＣＴを選んで
ＩＣＴの機能を効果的に活⽤して

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

話し⽅（６年）

丁寧語や敬語など、相⼿や場に応じた⾔葉づかいで
受け⼿の反応を確認しながら
その場で説明を付け加えて

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習発表会

⾃由研究発表会

⾒せ⽅（６年）

電⼦資料や実物などを効果的に⽤いて（動画も含む）
発表に合ったＩＣＴを選んで
ＩＣＴの機能を効果的に活⽤して



発表の「話し方」「見せ方」の考察（R4）

（成果）
• 「です。ます。」など丁寧な話し方は低学年から意識できている。
•実物や大型TVなどを通して「見せて、話す」意識はできている。

（課題）
•評価の観点ごとのばらつきは大きい。
•モデルとなる「話し方」「見せ方」を示す必要性。
•評価の観点を決めて「話し方」「見せ方」の評価活動を増やして
いく。
•聞き方の力も同時に高めていく必要がある。
• 「見せて、話す」に加えて、理解を伴って「伝える」力の育成を。
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自由研究についてのアンケートから（R4）

【５】自由研究の内容はどのようにしてきめましたか。
• 自分で考えて 45.6％
• 本や図かんで調べて 9.9％
• インターネットで調べて17.6％
• 友だちや家ぞくにおしえてもらって 26.9％

【９】これからも自由研究に取り組みたいですか。
• ぜったいやりたい 55.8％
• できればやりたい 22.6％
• どちらでもいい 13.2％
• できればやりたくない 4.7％
• ぜったいやりたくない 3.7％
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自分で考え

て, 45.6

本や図かんで

調べて, 9.9

インター

ネットで調

べて, 17.6

友だちや家

ぞくにおし
えてもらっ

て, 26.9

ぜったいや

りたい, 
55.8できればや

りたい, 
22.6

どちらでも

いい, 13.2

できればや

りたくない, 
4.7

ぜったいや

りたくない, 
3.7
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学習発表会についてのアンケートから（R4）
• （伝わり度）自分のがんばりを星の数で教えてください。
• （がんばり度）あなたの発表は、聞いている人に伝わりましたか？
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

がんばり度

伝わり度

学習発表会事後アンケート

5 4 3 2 1



2024/5/19 京都市⽴第四錦林⼩学校 18⾃由研究発表会の様⼦（R5）

学んだことを
⽣かして

⾃分の好きなことを
追究して
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よりリアルに伝えるための
シミュレーション実験

学習発表会の様⼦（R5 ）

GIGA端末は発表メモGIGA端末は
発表メモ



自由研究発表会ふりかえりアンケート結果から（R5）
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【４】自由研究の内容はどのようにし
てきめましたか。

R04 R05

自分で考えた 45.6% 51.5%
本や図かんで調べた 9.9% 9.7%

インターネットで調べた 17.6% 21.8%
友だちや家ぞくにおしえてもらった 26.9% 17.0%

【５】これからも自由研究に取り組み
たいですか。

R04 R05

ぜったいやりたい 55.8% 52.4%

できればやりたい 22.6% 24.3%
どちらでもいい 13.2% 17.5%

できればやりたくない 4.7% 4.4%
ぜったいやりたくない 3.7% 1.5%

令和4‐5年度の比較

2024/5/19 長谷川英司（第四錦林小学校）



情報活用能力を発揮して、自信をもって表現する子の育成
～GIGA端末を活用した、主体的・対話的で深い学びをとおして～
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